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２．本年度 WG 会合開催実績 

平成1８年度のWG会合は、平成１９年３月２２日、大阪（AWINA大阪）にて開催した。大学院

生などを含めると１７名の参加となり、活発な研究発表、質疑応答、議論が繰り広げられた。 
 
 

３．活動目的 

生体にとって地上と宇宙の最大の違いは重力の有無である。そのため、宇宙では三次元空

間における絶対的基準軸がなくなり、生活する上でさまざまな不都合が生じるものと予想され

る。本 WG の研究目的は、宇宙での環境変化に対する生体の適応現象を生理学、工学、心理

学的に解析し、その神経メカニズムの解明を目指すことである。これらの研究成果から、宇宙

環境へ適応する際の神経系の障害を予測し、その予防策や積極的なトレーニング法を立案す

る。また地上における研究成果を検証し、宇宙環境をあらたな研究の場として利用するために、

独自の宇宙実験を企画する。 

脳の適応現象は、環境の変化に応じた感覚入力－運動出力のゲイン（入出力比）コントロ

ールであるといえる。この感覚－運動ゲインコントロールは脳の多くの部位が関与しており、そ



の責任部位によって適応の様式やタイムコースが大きく異なる。また、感覚－運動ゲインの変

化は外的環境のみならず、知覚、認識、記憶、学習、予測、注意といった内的要因も関係する。

本 WG の活動により、生理学、工学、心理学相互の研究内容の理解をより一層深め、広く大き

いスケールでの分野融合的な研究体制の構築を目指す。 

 

 

４．活動内容 

WG 会合で提供された話題は下記のとおりである。 

 
和田 佳郎： 頭部運動中における VOR、COR、SP の協同作用 
田端 宏充： 短期間に生じる感覚－運動ゲインコントロールの計算理論を求めて 
疋田 真一： 文脈に依存した VOR ゲイン調節のメカニズム 
久代 恵介： Linear acceleration and vestibulo-ocular reflex 
柴田 智広： Predictive saccades in response to time-series based on a periodic 

discrete dynamics 
松田 圭司： 今後の視線計測システム 
三浦 健一郎： 視標についての手がかりが追跡眼球運動の発現の及ぼす影響 
小高 泰：  サルにおける Radial flow vergence の反応 
平田 豊：  金魚 VOR の短期・長期運動学習 
 
発表の中で、複数のグループから各種眼球運動のゲイン変化の大きさやタイムコースが従

来考えられていたよりも柔軟性に富んでいる可能性が示された。田端は予測によって視覚性

眼球運動がリアルタイムに変化すること、疋田や平田は前庭性動眼反射（VOR）が数トライア

ル～数分で変化すること、和田は頸性動眼反射（COR）の眼球運動方向が目的や状況に応じ

て変化することを報告した。また、松田が開発中の視線計測システムに関しても、研究現場か

らの意見交換がおこなわれた。さらに会合を機会に、平田－和田、三浦－田端－和田、小高

－和田、柴田－和田による共同研究についても話し合われた。 
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